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ネコの箸置き：折り方                 2024 2/21 
金沢の奥座敷・湯涌温泉の料理長が折ったという箸置きが可愛いかったので 

まねして折ってみました。正しいかわかりませんが、よく似たのができました。 

用紙の大きさは折り紙の半分が最適ですが、各自の好みで変えてください。 

 

 

１．ネコの概形を作る 
（１）色面を裏にして置き、中心線をつけ、本格的の折る前に、まず、①～③の順で折り目をいれておく。 
 

（２）①②③の折り目に従って折り、 

次の形(ネコの各部)を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.ネコの頭部を作る 
（３）頭のとんがり部分を沈め折りで平坦にする。 

（折る量は好みですが、顔となる部分の約 1/4 が標準） 

（4）次いで、右図のように山折りでネコの耳を作る。 

（5）ネコの頭らしくなったら、胴体以下の部分を図の通り谷折りで折る。 

（6）次いで、ネコのアゴを手前に持ち上げ、伴って持ち上がる紙を山折りできれいに折る。（頭部完成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) くぼみの量は 

自分の好みで 

決めてください 

は「山折り」       、裏から見れば「谷折り」 は「谷折り」       

 この部分を 

山折りで 

丁寧に折る 

頭を 

もとに 

もどしたら 

完成 

(4) 山折りで 

耳を作る 

（5）谷折り 

（6）顎を 

持ち上げ 
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3．頭部と胴体の付け根の折り目のつけ方 
（7）頭部の付け根に、図のような谷折りの折り目を付けるために、胴体を半分に折る。 

(8)頭を胴体に乗せた状態で『かぶせ折り』の要領で、回転させて目的位置で折り目を固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.ネコの尻尾を作る 
（9）頭を持ちあげた状態で、まず、尻尾の長さで、図のように山折りの折り目を付ける。 

（10）次いで、図に示す手順により尻尾を作っていく。（詳しくは尻尾の折り方を見てください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．ネコの胴体を作り全体を整形する。 
（11）ここで、尻尾を一旦元通りに伸ばし、 

尻尾の根元に隠れていた胴体上部を引きあげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（12）最後に全体を仕上げる。 

  （写真を参考に） 

(10)両端を 

途中まで 

谷折りに 

 

山折りの 

折り目を 

入れる 

これを 

横から 

見た図 

(11)胴体の 

上部を 

引き上げる 

尻尾を 

円筒形に 

顎を 

丸める 

胴体を 

整形 

谷折りで 

両端を 

はさむ 

尻尾を 

裏側へ 

こんな 

感じに 

折り 

尻 

尾 

の 

長 

さ 

 

（7）目的の 

谷折り 

回転の 

支点

(8)『かぶせ折り』 

での回転の中心

始点：ネコの背に頭を水平に載せる 

終点：頭を 90°回転させた位置 

終点で、ここの折り目を固定する 

（9） 

山折り 

しっかり 

折り目を

付ける 
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沈め折り沈め折り沈め折り沈め折り    

完成図完成図完成図完成図 

（事前演習編 1 ）沈め折りの折り方 

 

 

演習には A4 の用紙を８ツ切りにすると、一辺が 74ｍｍの紙ができるので、これを使います。 

（作業が細かいと思う方は、その倍の大きさの４ツ切りを使っても結構です） 

 

（1） 先端を三角折りにし、沈め折り深さを決める。 

・ 色面を裏にして、まず、中心線をつける。 

・ ①②③の番号順で折り線をつける。 

・ 次いで、①②を優先に、折り目にしたがって折れば、三角折りができる。 

・ 三角形の沈め折りの深さで、谷折りで折り目をつけ、爪で折り目を消し、 

今度は同じ位置で、山折りの折り目をつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 台（うてな）折りを経て、沈め折りにする。 

             ・折り紙を広げ、次の折り線を生かして折ると『台（うてな）折り』ができる。 

             ・その台の中（黄色の四角）を図のように折れば、目的の『沈み折り』ができる。 

             ・（蛇足：さらに、山折りの折り目で折るとネコの顔ができる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事前演習編 2 ）ネコの尻尾の折り方 

 

 ネコの箸置きで、最も難しいのは、尻尾の折り方。 本番で失敗しないように、事前に慣れておくと良いので、

この演習編を作りました。 演習には A4の用紙の８ツ切りを使います。（その倍の４ツ切りでも OKです） 

 

（1） 色面を裏にして、図のように中心線を入れ、さらに図のように谷折りで半分に折る。（1ｍｍすきまを持たせ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初に 

中心線を 

入れ 

半分に 

折る 

番号順に 

折り線を折る

中心線 

は「山折り」       、裏から見れば「谷折り」 

は「谷折り」       

三角折り 

指で押す 

台台台台折り折り折り折り    

台折り 
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（2） 尻尾の長さの山折りの折り目を付け（山折りに折り、もどす）、さらに横に両側を谷折りで半分に折る。 

（折るとき、今後のために真ん中に 1ｍｍほどのすきまを作っておくとよい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）図の通り、面倒でも 2か所に山折りの折り目をつけ、『かぶせ折りに』似た形に素直に折って尻尾を作る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4） （3）でできた形を、一旦下図の通りもどし、完成 1 歩手前の尻尾を作る。 

① 尻尾部分の根元、つまり（2）でつけた折り目まで上部と下部に分ける。（尻尾部分は合わせておく） 

② 次いで、上部の折り目の谷折りの折り目を山折りに変更する。 ③ 下部の山折りは変更せず、 

④ その山折り谷折りを守りながら、尻尾の先を上へ持ち上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)尻尾を図のように丸く折り（釘などを使っても良い）、尻尾の付け上面を平らに仕上げて完成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尻尾の 

長さ 

折るのは 

この辺りまで 

右へ大きく回転した図。 

最初とは表裏が逆 

こんな感じで 

しっかり折る 

②上部の谷折りの 

折り目を山折りに変更 

山折りの 

結果 

ここは 

谷折りに 

④この谷折りを境界に

尻尾を上へ折る 

ここを丸く 

仕上げる 

下部も 

丸く仕上げる

① このあたりの 

上部と下部を分ける 

このように 

なれば成功 

親指を使って 

平らに 

仕上げる

ネコネコネコネコのののの尻尾尻尾尻尾尻尾    

完成図完成図完成図完成図 

③下部の山折りは 

そのままで 

折るのは 

この辺りまでで良い

ここが 

谷折りに 

なっている 

下部 

上部 

約 45°の 

山折りに 

山折りの結果 谷折りの結果 

約 1ｍｍのすきま 


